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錦蛇の肺臓より得た 1舌晶に就て

山下衣良[¥

く北海道大準農皐部動物準教室〉

中俣充志

(札幌国山動物園〕

On a tongue worm obtained from the lung of 

Python }'eticul(wi.<; Schneider 

By Jiro Yamashita 

(Zoological Institute， Fa巴ultyof Agriculture， Hokkaido University) 

and 

Mitsushi Nakamata 

(Zoological Garden， Sapporo， Hokkaido) 

1頭のマレーニシキヘビが 1昨年マレーより

四岡高松の動物園に輸入され，共の後間もなく札

幌動物闘に主主られたが，長期に亘る食慾不進によ

る衰弱の得約2週間後に紫死した。解剖の結果そ

の肺臓から古岱 1個体が部正されたが，肺臓には

特記すべき鑓AAは見られなかった。該錦蛇は輸入

前マレーに於て約8何月間を経験したと推定され

従って本品の感染が就にマレーに於てなされたも

のであるととは疑いのない庭でるる。

古品類の絡r(i主は腿品類，町li乳類，雨棲類及

び鳥類等であり，中間宿主は一般に魚類が多いが

種類によっては中間宿主を必要としないものもあ

る。熱帯地方に於ては錦蛇を格宿主とし，人類及

び共の他の暗乳動物を中間宿主とするものである。

今回著者等の鷲見した古品も亦錦蛇を絡宿主

とし，人類及び共の他のH市乳類，稀に錦蛇自体，

例外として鳥類を中間宿主とするものであって，

安部地方では本晶の幼品が人類の直接l間接の致死

要因となった多数の例があり，本監は該地方に於

ける恐るべき寄生品のーっとして知られているも

のであるが，著者等の調夜の結果未だ我闘に舵て

記載されたものがないので，誌に報告して参考、

供し度いとJ巴う。

形態及び種名

今回著者等のマレーニシキヘピ(Pythonreticu-

laris Schneider)の防li臓より得た舌品は雌11同体で
その形態は次の如くである。

第 1圃 1. 舌掻牢のïìiH本部海面(彩~6 倍).

2. 同全体腹商(約き倍大).3. 同後休部腹面(約6倍)
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体ほ凶筒形を去し，体長は 51rnrn，頭部の帆

は3rnrnで，休は28ftJの 'I~IJ然と隆起した輸服部を

有するが，頭部に近い部分の輸欣部の隆起l訂正直

である。附嵐肢は全く扶如しているo 頭部は棋形

をj乏し，休の後端部は長似!錐形をなし先端は尖鋭

である。頭部には4筒の同大の鋭い鎌形の鈎がBi¥

形の口の左右雨側に 2ftJづっ存し、 /jI門は体の後

端腹面に強い替曲をと有する牛月形jう至ア{チ形と

して閉口し，生殖孔は旧:1'1より前方，而も護育不

完全な最後部の輪服部の腹而の位置に閉口する。

体を透硯すれば子宮は腸管の腹側を迂曲しつつ走

るのが認められる。

以上述べた本般の形態から，本品が Sarnbon

(1922)によって Porocetlwlus属から分離':¥iIJJtされた

Armillifer脇のものであるととは明かで・ある。市も

今年;夜と近縁のものに従来3間が知られている。 gp

ち Arl1lillifer11Ioniliformis (Diesing， 1836)， A. 1/lonilifo・

r111/S 切れ hej'monsiSarnbon. 1922及びA.7Iloniliformis 

var. australis Heyrnons， 1932である。 とれら 3車fi

の雌品の形態を比較表示すれば第 1去の如くで

ある。

著者等の得た晶体と下去とを比較すれば休長

第 1表 従来知られた ArrnilIifer腐3穏舌識の形態比牒

種類別 山口出雲!喰!~悦(宿 主|宿主の産地
ん仰向is ♀ !76.5-110123-28¥柑尖内thonm川町;ごC1?U23
A. moniliformぬ ♀ 1 66-η 127-30 1著し <b"  1 均的on lマレー牛島，印度支那，ピ
叩 r.heymo旬si .，. I I ~. '-.-'V I 尖鋭 reticulαrisノレマ 7イリツピン

A. mo叫 iformis () I ，"，'_.0，"， I '>...._.'>A I著し均訪問 | 
J ♀ I 60-80 I 32-34 I "" /';: ， "" I -::_::".".，.'L._，_.___._ I ust1'ulis .，. I vv -uv I./~ -./. I 尖鋭 |αmethyst伽明|

の黙を除いては A.mOl1iliformis 'l'ar. heymansiとよ

く一致する。体長の割に就ては Heyrnons及び

Vitzthurn (1935， P. 89)が述べている庭によれば，

ベルリン博物館に保存されているものでは休長は

40--80rnrnであると云う。とのととからすれば著

者等の材料も亦との休長の範閣内に合まれるもの

でるる。依って著者等は今回マレーニシキヘピの

肺臓より得た舌品を Armillifermoniliformis var. hey-

monsi Sarnbon， 1922と同定する弐第である。

分類事上の位置

舌品類の分類は従来桜めて幼稚であったが，

逐年多数の程組の護見と特に R.Heyrnons， L. W. 

Sarnbon等の詳細!な研究によって， 現在節足動物

内の妹形綱の中古品illI綱は共に示した如く 2日，

4科， 4亜科， 16)民に分けられるに至った。とれ

らの各屈に配される積もかなりあるが，米だ雌品

。み殻見せられ雄品の不明のものも存在する。

Phyrurn Arthropoda 

Class Arachnoidea 

Subc1ass Pentastornida 
Order Cephalonaenida 

Farnily Cephalonaenidae 

Genus Ceph...a1obaena Heyrnons， 1922 
Genus RaillietielIa Sarnbon， 1911 
Farnily Reighardiidae 

Genus Reighardia Ward， 1899 
Order Porocephalida 

Farnily Porocephalidae 

SubfarniIy Sebekinae 

Genus Sebekia Sambon， 1922 
Genus Leiperia Sarnbon， 1922 
Genus Alofia Giglioli， 1922 
Subfarnily Sam boninae 

Genus Sarnbonia Noc et Giglioli， 1922 
Subfarnily Diesingiinae 

Genus Eleni耳 Heyrnons，1932 
Genus Diesingia Sarnbon， 1922 
Subfarnily Porocephalinae 

Genus Waddycephalus Sambon， 1922 
Genus Porocephalus Hurnboldt， 1811 
Genus Kiricephalus Sarnbon， 1922 
Genus Arrniliifer Sam bon， 1922 
Genus Ligamifer Heymons， 1932 
Fami1y Linguatulidae 

Genus Linguattila Frolich， 1789 
Genus Subtriquetra Sarnbon， 1922 
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Resume 

A snake， Python reticularis Schneider， was first imported from Malay where had spent for about eight 

months， into the zooIogical garden of Takamatsu City， Shikoku， and then it was removed to the zoological 

gard巴nof 8apporo City， I-lokkaido. This snake had no appetite and died after about two weeks and was 

dissected. 明1e found a tongue ~司lorm from the lung of this snake. It is no dolibt that this parasite had 

been already infected in Malay. This worm is female， and the body is 5.1 mm. in Iength， cylindrical shape， 

having 28 ring-structures which protruded distinctly in abdominal part but undistinctly in cervical region. 

The head is cuneiform， and its breadth is 3 mm. There are four large falciform hooks which are equal 

size in the head part， and situated on either side of the mouth symmetricalIy.ー Theanus is in the hind 

end of body ventrally， and the genital pore is in front of the anus and also at the level of the last abdo-

minal ring. 

From these morphological aspects， we are identified this tongue worm with Armillifer 11lollilifor:mis var. 

he)'lIlQllsI Sambon， 1922. Also in this paper， the systematicaI position of tongue worm (Pentastomida) is 

shown. 


